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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部の先端面から被写体に対して第１の直線偏光方向の照明光を出射するように構成
された第１の照明光学系と、
　前記照明光により照明された前記被写体からの戻り光を前記先端面に設けられた対物窓
から入射するように構成された第１の対物光学系と、
　を有し、
　前記第１の照明光学系及び前記第１の対物光学系は、前記先端面において、前記第１の
照明光学系の光軸と前記第１の対物光学系の光軸とを結ぶ線分と、前記 第１の照明光学
系から出射された照明光を前記先端面に投影した場合の偏光方向と、が垂直または平行と
なるような位置関係を有してそれぞれ配置され、
　前記被写体と前記対物窓との間に偏光素子が設けられていない
　ことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記先端面から前記被写体に対して照明光を出射するように構成された第２の照明光学
系をさらに有し、
　前記先端面において、前記第１の照明光学系が前記第１の対物光学系に対して相対的に
近い位置に配置され、前記第２の照明光学系が前記第１の対物光学系に対して相対的に遠
い位置に配置される
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
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【請求項３】
　前記先端面から前記被写体に対して照明光を出射するように構成された第２の照明光学
系をさらに有し、
　前記第２の照明光学系は、第２の直線偏光方向の照明光を前記先端面から前記被写体に
対して出射するように構成され、
　前記第２の照明光学系及び前記第１の対物光学系は、前記先端面において、前記第２の
照明光学系の光軸と前記第１の対物光学系の光軸とを結ぶ線分と、前記 第２の照明光学
系から出射された照明光を前記先端面に投影した場合の偏光方向と、が垂直または平行と
なるような位置関係を有してそれぞれ配置される
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記第２の直線偏光方向は、前記第１の直線偏光方向から９０°回転した偏光方向であ
る
　ことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記第１の照明光学系、前記第２の照明光学系、及び、前記第１の対物光学系は、前記
先端面において、前記第１の照明光学系の光軸と前記第１の対物光学系 の光軸とを結ぶ
線分と、前記第２の照明光学系の光軸と前記第１の対物光学系の光軸とを結ぶ線分と、が
直交するような位置関係を有してそれぞれ配置される
　ことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記被写体からの戻り光を前記先端面から入射するように構成された第２の対物光学系
をさらに有する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項７】
　請求項１に記載の内視鏡と、
　偏光特性を有しない光を前記内視鏡に対して供給する光源装置と、
　前記内視鏡により得られた前記被写体の光学像に応じた観察画像を生成するプロセッサ
と、
　を有することを特徴とする内視鏡装置。
【請求項８】
　挿入部の先端面から被写体に対して照明光を出射するように構成された照明光学系と、
　前記照明光により照明された前記被写体からの戻り光を前記先端面から入射するように
構成された対物光学系と、
　を有する内視鏡挿入部と、
　前記内視鏡挿入部の先端部に装着可能な形状を具備するキャップ部と、
　前記キャップ部が前記内視鏡挿入部へ装着された際に前記先端部の先端面に対向して配
置される底面と、
　前記底面に設けられ、前記照明光学系から出射された照明光を所定の直線偏光方向の照
明光に偏光させて前記被写体へ出射するように構成された照明窓と、
　前記キャップ部が前記内視鏡挿入部へ装着された際に、前記被検体と前記対物光学系と
の間において、前記被写体からの戻り光を前記対物光学系へ出射可能な位置に合わせて配
置されるように前記底面に設けられた対物窓と、
　を有する内視鏡用キャップと、を備え、
　前記照明窓及び前記対物窓は、前記底面において、前記照明窓の光軸と前記対物窓の光
軸とを結ぶ線分と、前記照明窓から出射された照明光を前記底面に投影した場合の偏光方
向と、が垂直または平行となるような位置関係を有してそれぞれ配置され、
　前記被写体と前記対物窓との間に偏光素子が設けられていない
　ことを特徴とする内視鏡。
【請求項９】
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　請求項８に記載の内視鏡と、
　偏光特性を有しない光を前記内視鏡に対して供給する光源装置と、
　前記内視鏡により得られた前記被写体の光学像に応じた観察画像を生成するプロセッサ
と、
　を有することを特徴とする内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡及び内視鏡装置に関し、特に、偏光観察に用いられる内視鏡及び内視
鏡装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　工業及び医療等の様々な分野において、光の偏光特性を利用した観察（偏光観察）に関
する技術が従来提案されている。
【０００３】
　例えばＵＳ　Ｐａｔｅｎｔ　Ｎｏ．　５，４０６，９３８には、被写体へ出射される照
明光の偏光特性と、該照明光が該被写体において反射した反射光の偏光特性と、を相互に
異ならせる構成（偏光子）を具備した内視鏡が提案されている。
【０００４】
　また、例えば日本国特開２００７－２８２９６５号公報には、１２００ｎｍ以上の近赤
外光の分光吸収特性の違いを利用して生体内の特定部位を識別する内視鏡観察装置であっ
て、照明光学系及び撮像光学系のそれぞれに偏光子を設け、さらに、生体で反射して前記
撮像光学系中の偏光子に入射する光の偏光方向と、前記撮像光学系中の偏光子の偏光方向
とが直交するように構成されたものが提案されている。
【０００５】
　ところで、光が偏光子を１回通過する毎に、該光の明るさが略半分になることが広く知
られている。
【０００６】
　そして、ＵＳ　Ｐａｔｅｎｔ　Ｎｏ．　５，４０６，９３８及び日本国特開２００７－
２８２９６５号公報によれば、被写体への照明光の出射光路と、該照明光の反射光の入射
光路と、を合わせた光路上において、偏光子を少なくとも２回通過するような構成がいず
れも開示されている。すなわち、ＵＳ　Ｐａｔｅｎｔ　Ｎｏ．　５，４０６，９３８及び
日本国特開２００７－２８２９６５号公報に開示された構成によれば、偏光を用いて生体
組織の観察を行う場合において、該生体組織を撮像する際の明るさが大幅に減少してしま
うため、結果的に、該生体組織の微細構造の観察が困難な画像が生成及び（または）出力
されてしまう、という課題が生じている。
【０００７】
　本発明は、前述した事情に鑑みてなされたものであり、偏光を用いて生体組織の観察を
行う場合に、該生体組織の微細構造を視認し易くすることが可能な内視鏡及び内視鏡装置
を提供することを目的としている。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様の内視鏡は、挿入部の先端面から被写体に対して第１の直線偏光方向の
照明光を出射するように構成された第１の照明光学系と、前記照明光により照明された前
記被写体からの戻り光を前記先端面に設けられた対物窓から入射するように構成された第
１の対物光学系と、を有し、前記第１の照明光学系及び前記第１の対物光学系は、前記先
端面において、前記第１の照明光学系の光軸と前記第１の対物光学系の光軸とを結ぶ線分
と、前記 第１の照明光学系から出射された照明光を前記先端面に投影した場合の偏光方
向と、が垂直または平行となるような位置関係を有してそれぞれ配置され、前記被写体と



(4) JP 4879374 B2 2012.2.22

10

20

30

40

50

前記対物窓との間に偏光素子が設けられていない。
【０００９】
　本発明の一態様の内視鏡は、挿入部の先端面から被写体に対して照明光を出射するよう
に構成された照明光学系と、前記照明光により照明された前記被写体からの戻り光を前記
先端面から入射するように構成された対物光学系と、を有する内視鏡挿入部と、前記内視
鏡挿入部の先端部に装着可能な形状を具備するキャップ部と、前記キャップ部が前記内視
鏡挿入部へ装着された際に前記先端部の先端面に対向して配置される底面と、前記底面に
設けられ、前記照明光学系から出射された照明光を所定の直線偏光方向の照明光に偏光さ
せて前記被写体へ出射するように構成された照明窓と、前記キャップ部が前記内視鏡挿入
部へ装着された際に、前記被検体と前記対物光学系との間において、前記被写体からの戻
り光を前記対物光学系へ出射可能な位置に合わせて配置されるように前記底面に設けられ
た対物窓と、を有する内視鏡用キャップと、を備え、前記照明窓及び前記対物窓は、前記
底面において、前記照明窓の光軸と前記対物窓の光軸とを結ぶ線分と、前記照明窓から出
射された照明光を前記底面に投影した場合の偏光方向と、が垂直または平行となるような
位置関係を有してそれぞれ配置され、前記被写体と前記対物窓との間に偏光素子が設けら
れていない。
【００１０】
　本発明の一態様の内視鏡装置は、挿入部の先端面から被写体に対して第１の直線偏光方
向の照明光を出射するように構成された第１の照明光学系と、前記照明光により照明され
た前記被写体からの戻り光を前記先端面に設けられた対物窓から入射するように構成され
た第１の対物光学系と、を有し、前記第１の照明光学系及び前記第１の対物光学系は、前
記先端面において、前記第１の照明光学系の光軸と前記第１の対物光学系の光軸とを結ぶ
線分と、前記 第１の照明光学系から出射された照明光を前記先端面に投影した場合の偏
光方向と、が垂直または平行となるような位置関係を有してそれぞれ配置され、前記被写
体と前記対物窓との間に偏光素子が設けられていない内視鏡と、偏光特性を有しない光を
前記内視鏡に対して供給する光源装置と、前記内視鏡により得られた前記被写体の光学像
に応じた観察画像を生成するプロセッサと、を有する。
【００１１】
　本発明の一態様の内視鏡装置は、挿入部の先端面から被写体に対して照明光を出射する
ように構成された照明光学系と、前記照明光により照明された前記被写体からの戻り光を
前記先端面から入射するように構成された対物光学系と、を有する内視鏡挿入部と、前記
内視鏡挿入部の先端部に装着可能な形状を具備するキャップ部と、前記キャップ部が前記
内視鏡挿入部へ装着された際に前記先端部の先端面に対向して配置される底面と、前記底
面に設けられ、前記照明光学系から出射された照明光を所定の直線偏光方向の照明光に偏
光させて前記被写体へ出射するように構成された照明窓と、前記キャップ部が前記内視鏡
挿入部へ装着された際に、前記被検体と前記対物光学系との間において、前記被写体から
の戻り光を前記対物光学系へ出射可能な位置に合わせて配置されるように前記底面に設け
られた対物窓と、を有する内視鏡用キャップと、を備え、前記照明窓及び前記対物窓は、
前記底面において、前記照明窓の光軸と前記対物窓の光軸とを結ぶ線分と、前記照明窓か
ら出射された照明光を前記底面に投影した場合の偏光方向と、が垂直または平行となるよ
うな位置関係を有してそれぞれ配置され、前記被写体と前記対物窓との間に偏光素子が設
けられていない内視鏡と、偏光特性を有しない光を前記内視鏡に対して供給する光源装置
と、前記内視鏡により得られた前記被写体の光学像に応じた観察画像を生成するプロセッ
サと、を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施例に係る内視鏡を備えた内視鏡装置の要部の構成の一例を示す図。
【図２】第１の実施例に係る内視鏡の先端部の具体的な構成例を示す図。
【図３】第１の実施例に係る内視鏡の先端部の先端面に設けられた要部の配置状態を示す
図。
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【図４】遠点観察における、被写体と内視鏡の先端部との位置関係の一例を示す図。
【図５Ａ】照明光が生体組織へ入射する際の入射角度と、該生体組織の表面における該照
明光の反射率と、の間の関係の一例を示す図。
【図５Ｂ】照明光が生体組織へ入射する際の入射角度と、該生体組織の表面における該照
明光の透過率と、の間の関係の一例を示す図。
【図６】近点観察における、被写体と内視鏡の先端部との位置関係の一例を示す図。
【図７】第２の実施例に係る内視鏡の先端部の先端面に設けられた要部の配置状態を示す
図。
【図８】第３の実施例に係る内視鏡の先端部の先端面に設けられた要部の配置状態を示す
図。
【図９】第４の実施例に係る内視鏡の先端部の先端面に設けられた要部の配置状態を示す
図。
【図１０】第４の実施例の変形例に係る内視鏡の先端部の先端面に設けられた要部の配置
状態を示す図。
【図１１】第５の実施例に係る内視鏡の先端部の先端面に設けられた要部の配置状態を示
す図。
【図１２】第６の実施例に係るキャップの底面に設けられた要部の配置状態を示す図。
【図１３】図１２のキャップを内視鏡の先端部に装着する前の状態を示す図。
【図１４】図１２のキャップを内視鏡の先端部に装着した後の状態を示す図。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しつつ説明を行う。
【００１４】
（第１の実施例）
　図１から図６は、本発明の第１の実施例に係るものである。
【００１５】
　内視鏡装置１は、図１に示すように、生体組織である被写体１０１の光学像を撮像して
撮像信号を出力する内視鏡２と、被写体１０１を照明するための照明光を内視鏡２に対し
て供給する光源装置３と、内視鏡２から出力される撮像信号に応じた映像信号を生成して
出力するプロセッサ４と、プロセッサ４から出力される映像信号に応じた画像を表示する
モニタ５と、プロセッサ４から出力される映像信号を記録可能な記録装置６と、を有する
。
【００１６】
　内視鏡２は、体腔内に挿入される挿入部２１と、挿入部２１の後端側に設けられた操作
部２２と、操作部２２の側部から延出されたユニバーサルコード２３と、を有して構成さ
れている。また、内視鏡２は、ユニバーサルコード２３の端部に設けられたコネクタ２３
Ａにより、光源装置３に対して着脱自在に接続することができる。さらに、内視鏡２は、
コネクタ２３Ａから延出した信号ケーブル２３Ｂの端部に設けられたコネクタ２３Ｃによ
り、プロセッサ４に対して着脱自在に接続することができる。
【００１７】
　内視鏡２の挿入部２１は、硬質の先端部２１Ａと、先端部２１Ａの後端に湾曲自在な構
造を有して設けられた湾曲部２１Ｂと、湾曲部２１Ｂの後端から操作部２２の前端までに
かけての部分に設けられた可撓管部２１Ｃと、を有して構成されている。
【００１８】
　内視鏡２のうち、コネクタ２３Ａから先端部２１Ａまでにかけての部分には、光源装置
３から供給される照明光を先端部２１Ａに伝送するためのライトガイド２４が内蔵されて
いる。
【００１９】
　また、内視鏡２の挿入部２１には、細長の処置具を挿入可能な管路としての処置具チャ
ンネル（図示せず）が内蔵されている。そして、前記処置具チャンネルは、操作部２２の
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近傍に形成された開口である処置具挿入口２５と、先端部２１Ａの先端面に形成された開
口である処置具突出口（後述の処置具突出口２２３）と、にそれぞれ連通している。
【００２０】
　ここで、先端部２１Ａの内部構成の具体例について説明を行う。
【００２１】
　図２に示すように、先端部２１Ａの内部には、ライトガイド２４の光出射側の端面が配
置されているとともに、照明光学系を構成する構成要素としての、直線偏光子２１１と、
照明レンズ群２１２と、照明窓２１３とが設けられている。また、図２に示すように、先
端部２１Ａは、ライトガイド２４の光出射側の端面から出射される照明光を直線偏光子２
１１→照明レンズ群２１２→照明窓２１３の順に通過させるような配置状態を有して構成
されている。
【００２２】
　直線偏光子２１１は、ライトガイド２４の光出射側の端面から出射される照明光の偏光
方向を揃えることにより、所定の偏光方向（Ｐ偏光）の照明光を生成して照明レンズ群２
１２へ出射可能な構成を有している。
【００２３】
　照明レンズ群２１２は、少なくともロッドレンズ２１２ａを含む複数のレンズからなる
とともに、直線偏光子２１１を通過した照明光を照明窓２１３へ伝送及び出射可能な構成
を有している。
【００２４】
　照明窓２１３は、凸型レンズにより形成されるとともに、照明レンズ群２１２を通過し
た照明光を被写体１０１へ出射可能な構成を有している。
【００２５】
　なお、本実施例においては、ロッドレンズ２１２ａの光入射側に直線偏光子２１１を配
置したものに限らず、ロッドレンズ２１２ａの光出射側に直線偏光子２１１を配置して構
成するものであってもよい。
【００２６】
　そして、図２に示すように、ロッドレンズ２１２ａの光入射側に直線偏光子２１１を配
置した場合には、照明レンズ群２１２を設計する際の自由度を高めることができる。一方
、ロッドレンズ２１２ａの光出射側に直線偏光子２１１を配置した場合には、ロッドレン
ズ２１２ａの通過に伴う偏光方向の変化を抑制することができるため、直線偏光子２１１
を通過した際の偏光方向（所定の偏光方向）が保持された状態の照明光を被写体１０１へ
出射しやすくすることができる。
【００２７】
　一方、図２に示すように、先端部２１Ａの内部には、対物光学系を構成する構成要素と
しての、対物窓２１４と、第１対物レンズ群２１５と、対物絞り２１６と、第２対物レン
ズ群２１７と、が設けられている。また、図２に示すように、先端部２１Ａは、被写体１
０１からの戻り光を対物窓２１４→第１対物レンズ群２１５→対物絞り２１６→第２対物
レンズ群２１７の順に通過させるような配置状態を有して構成されている。
【００２８】
　対物窓２１４は、凹型レンズにより形成されるとともに、被写体１０１からの戻り光を
第１対物レンズ群２１５へ出射可能な構成を有している。
【００２９】
　第１対物レンズ群２１５は、対物窓２１４を通過した戻り光を対物絞り２１６へ出射可
能な構成を有している。
【００３０】
　対物絞り２１６は、第１対物レンズ群２１５を通過した戻り光の光量を制限して（低下
させて）第２対物レンズ群２１７へ出射可能な構成を有している。
【００３１】
　第２対物レンズ群２１７は、対物絞り２１６を通過した戻り光を、第２対物レンズ群２
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１７の光出射側に配置された撮像素子（図示せず）の撮像面に結像可能な構成を有してい
る。そして、第２対物レンズ群２１７により結像された戻り光の光学像は、前記撮像素子
により撮像された後、撮像信号としてプロセッサ４へ出力される。
【００３２】
　次に、先端部２１Ａの先端面に配置される各構成要素の配置位置の具体例について説明
を行う。
【００３３】
　図３に示すように、先端部２１Ａの先端面２２１には、照明窓２１３（の光出射側の面
）と、対物窓２１４（の光入射側の面）と、挿入部２１に内蔵された送気送水用の管路（
図示せず）を流通する洗浄用の気体及び液体が対物窓２１４（の光入射側の面）へ向けて
噴出されるように噴出口（図示せず）が配置されたノズル２２２と、挿入部２１に内蔵さ
れた処置具チャンネル（図示せず）に連通する開口として形成された処置具突出口２２３
と、が設けられている。
【００３４】
　ここで、図３に示すように、照明窓２１３（または照明窓２１３を含む照明光学系）の
光軸が照明窓２１３の中心Ｃ１を通過するように存在するとし、かつ、対物窓２１４（ま
たは対物窓２１４を含む対物光学系）の光軸が対物窓２１４の中心Ｃ２を通過するように
存在するとした場合、本実施例の照明窓２１３及び対物窓２１４は、照明窓２１３の光軸
と対物窓２１４の光軸とを含む面（先端面２２１）において、これら２つの光軸（図３の
中心Ｃ１及び中心Ｃ２）を結ぶ線分（図３の破線Ｄ１）と、照明窓２１３から出射された
照明光を先端面２２１に投影した場合の該照明光の偏光方向に相当する線分（図３の線分
Ｐ１）と、が平行となるような位置関係を有してそれぞれ配置されている。
【００３５】
　湾曲部２１Ｂは、湾曲自在な構造として、例えば、湾曲駒及びワイヤ（いずれも図示せ
ず）等を内部に有し、操作部２２に設けられた湾曲ノブ（図示せず）の操作に応じて、所
望の方向に湾曲させることができるような構造を有している。
【００３６】
　操作部２２は、任意の一方の手により把持可能な形状等を具備するとともに、該一方の
手により把持しながらプロセッサ４等に対する操作指示を行うことが可能な位置に配置さ
れた、スコープスイッチ群２２Ａを有して構成されている。
【００３７】
　ユニバーサルコード２３の信号ケーブル２３Ｂ及びコネクタ２３Ｃには、内視鏡２とプ
ロセッサ４との間における各種信号の送受信を行うための複数の信号線が内蔵されている
。
【００３８】
　光源装置３は、偏光特性を有しない白色光を発するランプ３１と、ランプ３１から発せ
られた光が入射される回転フィルタ３２と、回転フィルタ３２を所定の方向に定速回転さ
せるための駆動力を供給するモータ３３と、回転フィルタ３２を通過した光を集光してラ
イトガイド２４へ供給する集光レンズ３４と、を有して構成されている。
【００３９】
　回転フィルタ３２は、中心を回転軸とした円板形状に形成されている。また、回転フィ
ルタ３２は、赤色の波長帯域の光を透過するＲフィルタ、緑色の波長帯域の光を透過する
Ｇフィルタ、及び、青色の波長帯域の光を透過するＢフィルタを円板形状の周縁部に沿っ
て１つずつ有して構成されている。
【００４０】
　すなわち、以上に述べたような光源装置３の構成によれば、モータ３３において発生し
た駆動力が回転フィルタ３２の前記回転軸に対して供給されることにより、前記Ｒフィル
タ、前記Ｇフィルタ及び前記Ｂフィルタが順次かつ連続的にランプ３１の光軸上に介挿さ
れ、面順次式の照明光としての赤色光、緑色光及び青色光が（集光レンズ３４を経て）ラ
イトガイド２４へ供給される。
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【００４１】
　プロセッサ４は、先端部２１Ａに設けられた撮像素子（図示せず）を駆動するための撮
像素子駆動回路４１と、前記撮像素子から出力される撮像信号に対して信号処理を施すこ
とにより映像信号を生成して出力する信号処理回路４２と、を内蔵している。
【００４２】
　続いて、本実施例の作用について説明を行う。
【００４３】
　まず、術者等は、内視鏡装置１の各部を図１に示すように接続した後、該各部の電源を
投入する。そして、術者等は、被検者の体内に挿入部２１を挿入してゆくことにより、所
望の観察部位における被写体１０１に先端部２１Ａを近づける。
【００４４】
　これにより、先端部２１Ａから偏光特性を略有しない照明光が出射され、該照明光によ
り被写体１０１が照明される。そして、被写体１０１の表面を透過して表層付近の内部に
おいて散乱した内部散乱光と、被写体１０１の表面において反射した表面反射光と、が戻
り光として対物窓２１４に入射される。これに応じ、第２対物レンズ群２１７の光出射側
に配置された撮像素子の撮像面には、前記内部散乱光及び前記表面反射光に応じた被写体
１０１の光学像がそれぞれ結像され、１つの光学像を成す。
【００４５】
　すなわち、赤色光の内部散乱光及び表面反射光に応じた被写体１０１の光学像と、緑色
光の内部散乱光及び表面反射光に応じた被写体１０１の光学像と、青色光の内部散乱光及
び表面反射光に応じた被写体１０１の光学像と、をそれぞれ撮像して得られた撮像信号が
プロセッサ４へ出力される。
【００４６】
　その後、プロセッサ４の信号処理回路４２は、内視鏡２から出力される前記撮像信号に
対して信号処理を施すことにより映像信号を生成してモニタ５及び記録装置６へ出力する
。これにより、前記映像信号に応じた、肉眼による観察と略同様の色合いの画像（白色光
画像）がモニタ５に表示されるとともに記録装置６に記録される。
【００４７】
　ここで、挿入部２１の挿入軸方向に相当する先端部２１Ａの中心軸を基準線と設定し、
照明窓２１３から出射される照明光が被写体１０１へ入射する際の該中心軸に対する入射
角度をθと設定して以降の説明を進める。
【００４８】
　前述のように設定した入射角度θと、生体組織である被写体１０１の表面における反射
率及び透過率との間には、フレネルの式に基づく、図５Ａ及び図５Ｂに示すような関係が
成立する。換言すると、図５Ａ及び図５Ｂには、照明窓２１３から出射される照明光の偏
光特性の有無及び偏光方向の相異に伴い、生体組織である被写体１０１の表面における反
射率及び透過率の角度特性がそれぞれ異なることが示されている。
【００４９】
　一方、本実施例では、照明窓２１３の光軸と対物窓２１４の光軸とを含む面（先端面２
２１）において、これら２つの光軸（図３の中心Ｃ１及び中心Ｃ２）を結ぶ線分（図３の
破線Ｄ１）と、照明窓２１３から出射された照明光を先端面２２１に投影した場合の該照
明光の偏光方向に相当する線分（図３の線分Ｐ１）と、が平行となるような位置関係を有
してそれぞれ配置されている。すなわち、本実施例によれば、照明窓２１３から被写体１
０１へ出射される照明光が該照明光の入射面に対して平行な偏光方向であるＰ偏光の偏光
特性を具備するため、図５Ａ及び図５Ｂにおいて「Ｐ偏光観察」として示す反射率及び透
過率の角度特性が適用される。
【００５０】
　例えば図４に示すような、先端部２１Ａの先端面２２１と被写体１０１の表面との間の
距離が離れている場合（遠点観察の場合）においては、入射角度θが相対的に小さな値と
なる。そのため、遠点観察の場合には、図５Ａ及び図５Ｂに示すように、照明窓２１３か
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ら出射される照明光の被写体１０１の表面における反射率及び透過率が、偏光特性の有無
及び偏光方向の相異によらず、略同じになる。すなわち、遠点観察の場合には、被写体１
０１の表面を透過し表層付近の内部において散乱した内部散乱光による光学像と、被写体
１０１の表面において反射した表面反射光による光学像との間の強度比が、偏光特性を略
有しない光により被写体１０１を照明した場合と、本実施例の照明窓２１３から出射され
る照明光により被写体１０１を照明した場合とにおいて相互に略同一となる。
【００５１】
　従って、本実施例によれば、先端部２１Ａの先端面２２１と被写体１０１の表面との距
離が比較的離れている場合（遠点観察の場合）において、偏光特性を略有しない光により
被写体１０１を照明して得られるものと略同様の画像を見ながら観察を行うことができる
。
【００５２】
　一方、術者等は、遠点観察の場合においてモニタ５に表示される白色光画像を見ながら
挿入部２１を操作することにより、例えば、図６に示すような位置関係となるまで先端部
２１Ａの先端面２２１を被写体１０１の表面に近づける。
【００５３】
　そして、図６に示すような、先端部２１Ａの先端面２２１と被写体１０１の表面との間
の距離が近接した場合（近点観察の場合）においては、入射角度θが相対的に大きな値と
なる。
【００５４】
　具体的には、例えば、先端部２１Ａの先端面２２１と被写体１０１の表面との間の距離
を数ｍｍ～１０ｍｍまで近接させた場合に、入射角度θをブリュースター角θＢ近傍の角
度にすることができる。なお、入射角度θをブリュースター角θＢ近傍の角度とするため
の、先端部２１Ａの先端面２２１と被写体１０１の表面との間の距離は、中心Ｃ１及び中
心Ｃ２を結ぶ線分の長さ（中心Ｃ１と中心Ｃ２との間の距離）に依存して適宜変化する。
【００５５】
　そして、入射角度θをブリュースター角θＢ近傍の角度とした状態において、Ｐ偏光の
偏光特性を具備する照明光により被写体１０１が照明されると、図５Ｂに示すように、被
写体１０１の表面を透過し表層付近の内部において散乱した内部散乱光が、偏光特性を略
有しない光により被写体１０１を照明した場合に比べて高い強度を有する戻り光として、
対物窓２１４に入射される。その一方で、入射角度θをブリュースター角θＢ近傍の角度
とした状態において、Ｐ偏光の偏光特性を具備する照明光により被写体１０１が照明され
ると、図５Ａに示すように、被写体１０１の表面において反射した表面反射光の強度を略
０（あるいは０）にすることができるため、対物窓２１４に該表面反射光がほとんど（あ
るいは全く）入射されなくなる。これに応じ、第２対物レンズ群２１７の光出射側に配置
された撮像素子の撮像面には、前記表面反射光がほとんど（あるいは完全に）除去された
状態の、前記内部散乱光に応じた被写体１０１の光学像が結像される。
【００５６】
　すなわち、入射角度θがブリュースター角θＢ近傍の角度になるまで先端部２１Ａの先
端面２２１と被写体１０１の表面との間の距離を近づけた場合（近点観察の場合）におい
ては、赤色光の内部散乱光に応じた被写体１０１の光学像と、緑色光の内部散乱光に応じ
た被写体１０１の光学像と、青色光の内部散乱光に応じた被写体１０１の光学像と、をそ
れぞれ撮像して得られた撮像信号がプロセッサ４へ出力される。
【００５７】
　その後、プロセッサ４の信号処理回路４２は、内視鏡２から出力される前記撮像信号に
対して信号処理を施すことにより映像信号を生成してモニタ５及び記録装置６へ出力する
。これにより、入射角度θがブリュースター角θＢ近傍の角度になるまで先端部２１Ａの
先端面２２１と被写体１０１の表面との間の距離を近づけた場合（近点観察の場合）にお
いては、前記映像信号に応じた、被写体１０１の表層付近の内部に存在する微小血管の構
造を視認し易い画像（Ｐ偏光画像）がモニタ５に表示されるとともに記録装置６に記録さ
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れる。
【００５８】
　なお、本実施例によれば、入射角度θとブリュースター角θＢとが一致するように、先
端部２１Ａの先端面２２１と被写体１０１の表面との間の距離を調整することにより、被
写体１０１の表層付近の内部に存在する微小血管の構造が最も明瞭に可視化された画像（
Ｐ偏光画像）を得ることができる。
【００５９】
　以上に述べた本実施例によれば、被写体からの戻り光の入射光路上に偏光子を設けずと
も、近点観察においてＰ偏光画像を得ることができるように構成されている。そのため、
本実施例によれば、生体組織の表層付近の内部に存在する微小血管の構造を観察する際に
、従来よりも明るさが向上した、該構造を視認し易い画像を得ることができる。
【００６０】
　また、近点観察においてＰ偏光画像を得るために従来用いられている構成によれば、例
えば、生体組織への照明光の出射光路上と、該照明光の戻り光の入射光路上と、において
、クロスニコルとなるように偏光子と検光子とを配置するようなものがある。しかし、こ
のような従来の構成によれば、挿入部の先端面と生体組織の表面とを近接させて観察を行
う場合のみならず、例えば前述の遠点観察のような、挿入部の先端面と生体組織の表面と
を離間させて観察を行う場合においても、生体組織の偏光特性に依存した光学像しか得る
ことができない、という問題点が生じている。これに対し、以上に述べた本実施例によれ
ば、挿入部の先端面と生体組織の表面とを近接させて観察を行う場合においては、生体組
織の偏光特性に依存した光学像に基づく画像（Ｐ偏光画像）を得ることができる一方で、
挿入部の先端面と生体組織の表面とを離間させて観察を行う場合においては、生体組織の
偏光特性に略依存しない光学像に基づく画像（白色光画像）を得ることができるように構
成されている。その結果、以上に述べた本実施例によれば、例えば、Ｐ偏光画像を得るた
めの構成を有する装置と、白色光画像を得るための構成を有する装置と、を使い分けるよ
うなことを行わずとも、挿入部の先端面と生体組織の表面との間の距離（観察距離）に応
じた適切な観察画像を簡易に得ることができる。
【００６１】
　ところで、近点観察により生体組織の表層付近の内部に存在する微小血管の構造を観察
する際には、生体組織からの表面反射光を除去して視認性を向上させるために、例えば、
観察の事前に、挿入部の先端面と生体組織との間を水により埋めておくという手法が従来
用いられている。これに対し、以上に述べた本実施例によれば、前述の手法を用いずとも
、挿入部の先端面を観察対象の生体組織に近づける操作を行うことにより、生体組織の表
層付近の内部に存在する微小血管の構造を視認し易い画像を得ることができる。その結果
、以上に述べた本実施例によれば、前述の手法を用いる際に行われる種々の操作（挿入部
の挿抜、及び、観察対象となる部位の変更に伴う水の入れ替え等）が不要となるため、手
技に費やされる時間を従来に比べて短縮することができるとともに、近点観察の際に術者
及び被験者に課される負担を低減することができる。
【００６２】
　なお、本実施例によれば、ライトガイド２４により伝送された照明光の偏光方向を直線
偏光子２１１を用いて揃えるように構成されたものに限らず、例えばレーザー等を光源と
して用いることにより、予め所定の偏光方向に揃えられた照明光を照明窓２１３から出射
するように構成されるものであってもよい。
【００６３】
　また、以上に述べた本実施例の構成と、例えば、狭帯域光観察及び（または）分光波長
推定等の公知の血管構造強調手法と、を組み合わせて用いることにより、生体組織の表層
付近の内部に存在する微小血管の構造を更に視認し易くすることも可能である。
【００６４】
（第２の実施例）
　図７は、本発明の第２の実施例に係るものである。
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【００６５】
　なお、本実施例においては、第１の実施例と同様の構成等を有する部分に関する詳細な
説明を省略するとともに、第１の実施例と異なる構成等を有する部分に関して主に説明を
行う。
【００６６】
　本実施例においては、第１の実施例の所定の偏光方向から９０°回転した偏光方向（Ｓ
偏光）となるように、直線偏光子２１１の偏光特性が変更されている。
【００６７】
　そして、直線偏光子２１１の偏光特性の変更に応じ、例えば図７に示すように、本実施
例の照明窓２１３及び対物窓２１４は、照明窓２１３（または照明窓２１３を含む照明光
学系）の光軸と対物窓２１４（または対物窓２１４を含む対物光学系）の光軸とを含む面
（先端面２２１）において、これら２つの光軸（図７の中心Ｃ１及び中心Ｃ２）を結ぶ線
分（図７の破線Ｄ２）と、照明窓２１３から出射された照明光を先端面２２１に投影した
場合の該照明光の偏光方向に相当する線分（図７の線分Ｐ２）と、が９０°の角度をなす
（直交する）ような位置関係を有してそれぞれ配置されている。
【００６８】
　なお、その他の構成については、第１の実施例と同様のものを適用可能であるため、詳
細な説明を省略する。
【００６９】
　続いて、本実施例の作用について説明を行う。
【００７０】
　まず、術者等は、内視鏡装置１の各部を図１に示すように接続した後、該各部の電源を
投入する。そして、術者等は、被検者の体内に挿入部２１を挿入してゆくことにより、所
望の観察部位における被写体１０１に先端部２１Ａを近づける。
【００７１】
　これにより、先端部２１Ａから偏光特性を略有しない照明光が出射され、該照明光によ
り被写体１０１が照明される。そして、被写体１０１の表面を透過して表層付近の内部に
おいて散乱した内部散乱光と、被写体１０１の表面において反射した表面反射光と、が戻
り光として対物窓２１４に入射される。これに応じ、第２対物レンズ群２１７の光出射側
に配置された撮像素子の撮像面には、前記内部散乱光及び前記表面反射光に応じた被写体
１０１の光学像がそれぞれ結像され、１つの光学像を成す。
【００７２】
　すなわち、赤色光の内部散乱光及び表面反射光に応じた被写体１０１の光学像と、緑色
光の内部散乱光及び表面反射光に応じた被写体１０１の光学像と、青色光の内部散乱光及
び表面反射光に応じた被写体１０１の光学像と、をそれぞれ撮像して得られた撮像信号が
プロセッサ４へ出力される。
【００７３】
　その後、プロセッサ４の信号処理回路４２は、内視鏡２から出力される前記撮像信号に
対して信号処理を施すことにより映像信号を生成してモニタ５及び記録装置６へ出力する
。これにより、前記映像信号に応じた、肉眼による観察と略同様の色合いの画像（白色光
画像）がモニタ５に表示されるとともに記録装置６に記録される。
【００７４】
　ここで、本実施例では、照明窓２１３の光軸と対物窓２１４の光軸とを含む面（先端面
２２１）において、これら２つの光軸（図７の中心Ｃ１及び中心Ｃ２）を結ぶ線分（図７
の破線Ｄ２）と、照明窓２１３から出射された照明光を先端面２２１に投影した場合の該
照明光の偏光方向に相当する線分（図７の線分Ｐ２）と、が９０°の角度をなす（直交す
る）ような位置関係を有してそれぞれ配置されている。すなわち、本実施例によれば、照
明窓２１３から被写体１０１へ出射される照明光が該照明光の入射面に対して垂直な偏光
方向であるＳ偏光の偏光特性を具備するため、図５Ａ及び図５Ｂにおいて「Ｓ偏光観察」
として示す反射率及び透過率の角度特性が適用される。
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【００７５】
　図４に示した遠点観察の場合においては、入射角度θが相対的に小さな値となる。その
ため、遠点観察の場合には、図５Ａ及び図５Ｂに示すように、照明窓２１３から出射され
る照明光の被写体１０１の表面における反射率及び透過率が、偏光特性の有無及び偏光方
向の相異によらず、略同じになる。すなわち、遠点観察の場合には、被写体１０１の表面
を透過し表層付近の内部において散乱した内部散乱光による光学像と、被写体１０１の表
面において反射した表面反射光による光学像との間の強度比が、偏光特性を略有しない光
により被写体１０１を照明した場合と、本実施例の照明窓２１３から出射される照明光に
より被写体１０１を照明した場合とにおいて相互に略同一となる。
【００７６】
　従って、本実施例によれば、先端部２１Ａの先端面２２１と被写体１０１の表面との距
離が比較的離れている場合（遠点観察の場合）において、偏光特性を略有しない光により
被写体１０１を照明して得られるものと略同様の画像を見ながら観察を行うことができる
。
【００７７】
　一方、図６に示したように、近点観察の場合（先端部２１Ａの先端面２２１と被写体１
０１の表面との間の距離を数ｍｍ～１０ｍｍまで近接させた場合）には、入射角度θをブ
リュースター角θＢ近傍またはそれ以上の角度にすることができる。
【００７８】
　そして、入射角度θをブリュースター角θＢ近傍またはそれ以上の角度とした状態にお
いて、Ｓ偏光の偏光特性を具備する照明光により被写体１０１が照明されると、図５Ａに
示すように、被写体１０１の表面において反射した表面反射光が、偏光特性を略有しない
光により被写体１０１を照明した場合に比べて高い強度を有する戻り光として、対物窓２
１４に入射される。その一方で、入射角度θをブリュースター角θＢ近傍またはそれ以上
の角度とした状態において、Ｓ偏光の偏光特性を具備する照明光により被写体１０１が照
明されると、図５Ｂに示すように、表層付近の内部において散乱した内部散乱光の強度を
、偏光特性を略有しない光により被写体１０１を照明した場合に比べて低くすることがで
きるため、対物窓２１４に該内部散乱光がほとんど入射されなくなる。これに応じ、第２
対物レンズ群２１７の光出射側に配置された撮像素子の撮像面には、前記内部散乱光がほ
とんど除去された状態の、前記表面反射光に応じた被写体１０１の光学像が結像される。
【００７９】
　すなわち、入射角度θがブリュースター角θＢ近傍またはそれ以上の角度になるまで先
端部２１Ａの先端面２２１と被写体１０１の表面との間の距離を近づけた場合（近点観察
の場合）においては、赤色光の表面反射光に応じた被写体１０１の光学像と、緑色光の表
面反射光に応じた被写体１０１の光学像と、青色光の表面反射光に応じた被写体１０１の
光学像と、をそれぞれ撮像して得られた撮像信号がプロセッサ４へ出力される。
【００８０】
　その後、プロセッサ４の信号処理回路４２は、内視鏡２から出力される前記撮像信号に
対して信号処理を施すことにより映像信号を生成してモニタ５及び記録装置６へ出力する
。これにより、入射角度θがブリュースター角θＢ近傍またはそれ以上の角度になるまで
先端部２１Ａの先端面２２１と被写体１０１の表面との間の距離を近づけた場合（近点観
察の場合）においては、前記映像信号に応じた、被写体１０１の表面に存在する微細な凹
凸構造を視認し易い画像（Ｓ偏光画像）がモニタ５に表示されるとともに記録装置６に記
録される。
【００８１】
　以上に述べた本実施例によれば、挿入部の先端面と生体組織の表面とを近接させて観察
を行う場合においては、生体組織の偏光特性に依存した光学像に基づく画像（Ｓ偏光画像
）を得ることができる一方で、挿入部の先端面と生体組織の表面とを離間させて観察を行
う場合においては、生体組織の偏光特性に略依存しない光学像に基づく画像（白色光画像
）を得ることができるように構成されている。その結果、以上に述べた本実施例によれば
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、例えば、Ｓ偏光画像を得るための構成を有する装置と、白色光画像を得るための構成を
有する装置と、を使い分けるようなことを行わずとも、挿入部の先端面と生体組織の表面
との間の距離（観察距離）に応じた適切な観察画像を簡易に得ることができる。
【００８２】
　ところで、近点観察により生体組織の表面に存在する微細な凹凸構造を観察する際には
、生体組織からの内部散乱光を除去して視認性を向上させるために、例えば、観察の事前
に、対象部位に酢酸または色素等を散布しておくという手法が従来用いられている。これ
に対し、以上に述べた本実施例によれば、前述の手法を用いずとも、挿入部の先端面を観
察対象の生体組織に近づける操作を行うことにより、生体組織の表面に存在する微細な凹
凸構造を視認し易い画像を得ることができる。その結果、以上に述べた本実施例によれば
、前述の手法を用いる際に行われる薬剤散布等の処置が不要となるため、手技に費やされ
る時間を従来に比べて短縮することができるとともに、近点観察の際に術者及び被験者に
課される負担を低減することができる。
【００８３】
（第３の実施例）
　図８は、本発明の第３の実施例に係るものである。
【００８４】
　なお、本実施例においては、第１及び第２の実施例と同様の構成等を有する部分に関す
る詳細な説明を省略するとともに、第１及び第２の実施例と異なる構成等を有する部分に
関して主に説明を行う。
【００８５】
　図８に示すように、本実施例の先端面２２１Ａには、照明窓２１３（の光出射側の面）
と、対物窓２１４（の光入射側の面）と、ノズル２２２と、処置具突出口２２３と、照明
窓２２４（の光出射側の面）と、が設けられている。
【００８６】
　照明窓２２４は、凸型レンズにより形成されるとともに、偏光特性を有しない照明光を
被写体１０１へ出射可能な構成を有している。具体的には、このような構成は、第１の実
施例において示した構成に対し、例えば、照明窓２２４へ照明光を伝送するためのライト
ガイドを別に設ける、ライトガイド２４を照明窓２２４側へ分岐させる、または、ＲＧＢ
光（白色光）を発するＬＥＤ等の光源を照明窓２２４の光入射側に配置する、といったよ
うな構成を適宜選択して追加することにより実現可能である。
【００８７】
　ここで、図８に示すように、照明窓２１３（または照明窓２１３を含む照明光学系）の
光軸が照明窓２１３の中心Ｃ１を通過するように存在するとし、かつ、対物窓２１４（ま
たは対物窓２１４を含む対物光学系）の光軸が対物窓２１４の中心Ｃ２を通過するように
存在するとした場合、本実施例の照明窓２１３及び対物窓２１４は、照明窓２１３の光軸
と対物窓２１４の光軸とを含む面（先端面２２１Ａ）において、これら２つの光軸（図８
の中心Ｃ１及び中心Ｃ２）を結ぶ線分（図８の破線Ｄ３）と、照明窓２１３から出射され
た照明光を先端面２２１Ａに投影した場合の該照明光の偏光方向に相当する線分（図８の
線分Ｐ３）と、が平行になるような位置関係を有してそれぞれ配置されている。
【００８８】
　さらに、図８に示すように、照明窓２２４（または照明窓２２４を含む照明光学系）の
光軸が照明窓２２４の中心Ｃ３を通過するように存在するとした場合、本実施例の照明窓
２１３、対物窓２１４及び照明窓２２４は、先端面２２１Ａにおいて、中心Ｃ１と中心Ｃ
２との間の距離が中心Ｃ２と中心Ｃ３との間の距離に比べて短くなるような位置関係を有
するようにそれぞれ配置されている。
【００８９】
　すなわち、本実施例の先端面２２１Ａにおいては、偏光方向が所定の方向に揃えられた
照明光を出射するための照明窓２１３が対物窓２１４に対して相対的に近い位置に配置さ
れ、偏光特性を有しない照明光を出射するための照明窓２２４が対物窓２１４に対して相
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対的に遠い位置に配置されている。
【００９０】
　なお、その他の構成については、第１の実施例と同様のものを適用可能であるため、詳
細な説明を省略する。
【００９１】
　続いて、本実施例の作用について説明を行う。
【００９２】
　まず、術者等は、内視鏡装置１の各部を図１に示すように接続した後、該各部の電源を
投入する。そして、術者等は、被検者の体内に挿入部２１を挿入してゆくことにより、所
望の観察部位における被写体１０１に先端部２１Ａを近づける。なお、本実施例において
は、照明窓２１３及び照明窓２２４から同時に照明光が出射されるものとする。
【００９３】
　一方、本実施例によれば、図４に示した遠点観察の場合において、例えば、照明窓２２
４からの出射光量の総和に対して照明窓２１３からの出射光量の総和が半分以下になるよ
うに、照明窓２１３及び照明窓２２４から同時に照明光が出射される。
【００９４】
　そして、遠点観察の場合において、照明窓２１３及び照明窓２２４から同時に出射され
る照明光の出射光量を前述のようにそれぞれ調整することにより、照明窓２１３から出射
される照明光の偏光特性が緩和されるため、第１の実施例に比べて更に偏光特性が低下し
た照明光により被写体１０１を照明することができる。これに応じ、図４に示した遠点観
察の場合においては、肉眼による観察と略同様の色合いを有するとともに、第１の実施例
に比べて高画質な画像（白色光画像）がモニタ５に表示されるとともに記録装置６に記録
される。
【００９５】
　一方、図６に示したように、近点観察の場合（先端部２１Ａの先端面２２１Ａと被写体
１０１の表面との間の距離を数ｍｍ～１０ｍｍまで近接させた場合）には、入射角度θを
ブリュースター角θＢ近傍の角度にすることができる。そのため、近点観察の場合におい
ては、照明窓２１３から出射されるＰ偏光の偏光特性を具備する照明光により、被写体１
０１のうちの対物窓２１４から近い側の局所領域が照明される。また、近点観察の場合に
おいては、照明窓２２４から出射される偏光特性を有しない照明光により、被写体１０１
のうちの対物窓２１４から遠い側の局所領域が照明される。
【００９６】
　ここで、本実施例によれば、前述したように、照明窓２１３を対物窓２１４に近接させ
て配置し、かつ、照明窓２２４を対物窓２１４から離間させて配置している。そのため、
本実施例の構成を用いて近点観察を行う場合には、被写体１０１の表層付近の内部におい
て散乱した内部散乱光が戻り光として対物窓２１４に入射される一方で、被写体１０１の
表面において反射した表面反射光、及び、照明窓２２４から被写体１０１へ出射された照
明光の反射光については、いずれも対物窓２１４にほとんど入射されない。これに応じ、
第２対物レンズ群２１７の光出射側に配置された撮像素子の撮像面には、前記表面反射光
と、照明窓２２４から被写体１０１へ出射された照明光の反射光と、がそれぞれほとんど
除去された状態の、前記内部散乱光に応じた被写体１０１の光学像が結像される。
【００９７】
　すなわち、入射角度θがブリュースター角θＢ近傍の角度になるまで先端部２１Ａの先
端面２２１Ａと被写体１０１の表面との間の距離を近づけた場合（近点観察の場合）にお
いては、赤色光の内部散乱光に応じた被写体１０１の光学像と、緑色光の内部散乱光に応
じた被写体１０１の光学像と、青色光の内部散乱光に応じた被写体１０１の光学像と、を
それぞれ撮像して得られた撮像信号がプロセッサ４へ出力される。
【００９８】
　その後、プロセッサ４の信号処理回路４２は、内視鏡２から出力される前記撮像信号に
対して信号処理を施すことにより映像信号を生成してモニタ５及び記録装置６へ出力する
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。これにより、入射角度θがブリュースター角θＢ近傍の角度になるまで先端部２１Ａの
先端面２２１Ａと被写体１０１の表面との間の距離を近づけた場合（近点観察の場合）に
おいては、前記映像信号に応じた、被写体１０１の表層付近の内部に存在する微小血管の
構造を視認し易い画像（Ｐ偏光画像）がモニタ５に表示されるとともに記録装置６に記録
される。
【００９９】
　以上に述べた本実施例によれば、第１の実施例において述べたものと同様の効果を発揮
することができるとともに、遠点観察において取得される観察画像の画質が向上する、と
いう更なる効果を発揮することもできる。
【０１００】
（第４の実施例）
　図９及び図１０は、本発明の第４の実施例に係るものである。
【０１０１】
　なお、本実施例においては、第１～第３の実施例と同様の構成等を有する部分に関する
詳細な説明を省略するとともに、第１～第３の実施例と異なる構成等を有する部分に関し
て主に説明を行う。
【０１０２】
　図９に示すように、本実施例の先端面２２１Ｂには、照明窓２１３（の光出射側の面）
と、対物窓２１４（の光入射側の面）と、ノズル２２２と、処置具突出口２２３と、照明
窓２２５（の光出射側の面）と、が設けられている。
【０１０３】
　照明窓２２５は、凸型レンズにより形成されるとともに、照明窓２１３から出射される
照明光の偏光方向に対して９０°回転した偏光方向の照明光を被写体１０１へ出射可能な
構成を有している。具体的には、このような構成は、例えば、第１の実施例において示し
た構成を２つ組み合わせて用いることにより実現可能である。
【０１０４】
　ここで、図９に示すように、照明窓２１３（または照明窓２１３を含む照明光学系）の
光軸が照明窓２１３の中心Ｃ１を通過するように存在するとし、かつ、対物窓２１４（ま
たは対物窓２１４を含む対物光学系）の光軸が対物窓２１４の中心Ｃ２を通過するように
存在するとした場合、本実施例の照明窓２１３及び対物窓２１４は、照明窓２１３の光軸
と対物窓２１４の光軸とを含む面（先端面２２１Ｂ）において、これら２つの光軸（図９
の中心Ｃ１及び中心Ｃ２）を結ぶ線分（図９の破線Ｄ４）と、照明窓２１３から出射され
た照明光を先端面２２１Ｂに投影した場合の該照明光の偏光方向に相当する線分（図９の
線分Ｐ４）と、が平行となるような位置関係を有してそれぞれ配置されている。そして、
このような構成により、第１の実施例と同様に、Ｐ偏光の偏光特性を具備する照明光が照
明窓２１３から出射される。
【０１０５】
　また、図９に示すように、照明窓２２５（または照明窓２２５を含む照明光学系）の光
軸が照明窓２２５の中心Ｃ４を通過するように存在するとした場合、本実施例の照明窓２
２５及び対物窓２１４は、対物窓２１４の光軸と照明窓２２５の光軸とを含む面（先端面
２２１Ｂ）において、これら２つの光軸（図９の中心Ｃ２及び中心Ｃ４）を結ぶ線分（図
９の破線Ｄ５）と、照明窓２２５から出射された照明光を先端面２２１Ｂに投影した場合
の該照明光の偏光方向に相当する線分（図９の線分Ｐ５）と、が平行となるような位置関
係を有してそれぞれ配置されている。そして、このような構成により、Ｐ偏光の偏光特性
を具備する照明光が照明窓２２５から出射される。
【０１０６】
　さらに、図９に示すように、本実施例の照明窓２１３、対物窓２１４及び照明窓２２５
は、先端面２２１Ｂにおいて、中心Ｃ１と中心Ｃ２との間の距離が中心Ｃ２と中心Ｃ４と
の間の距離に比べて短くなり、さらに、中心Ｃ１及び中心Ｃ２を結ぶ線分（図９の破線Ｄ
４）と、中心Ｃ２及び中心Ｃ４を結ぶ線分（図９の破線Ｄ５）とが９０°の角度をなす（
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直交する）ような位置関係を有してそれぞれ配置されている。
【０１０７】
　すなわち、本実施例の先端面２２１Ｂにおいては、偏光方向が所定の方向に揃えられた
照明光を出射するための照明窓２１３が対物窓２１４に対して相対的に近い位置に配置さ
れ、該所定の方向から９０°回転した偏光方向の照明光を出射するための照明窓２２５が
対物窓２１４に対して相対的に遠い位置に配置されている。
【０１０８】
　なお、その他の構成については、第１の実施例と同様のものを適用可能であるため、詳
細な説明を省略する。
【０１０９】
　続いて、本実施例の作用について説明を行う。
【０１１０】
　まず、術者等は、内視鏡装置１の各部を図１に示すように接続した後、該各部の電源を
投入する。そして、術者等は、被検者の体内に挿入部２１を挿入してゆくことにより、所
望の観察部位における被写体１０１に先端部２１Ａを近づける。なお、本実施例において
は、照明窓２１３及び照明窓２２５から同時に照明光が出射されるものとする。
【０１１１】
　一方、本実施例によれば、図４に示した遠点観察の場合において、例えば、一方の照明
窓からの出射光量の総和に対する他方の照明窓からの出射光量の総和が－５０％～＋５０
％の範囲に入るように、照明窓２１３及び照明窓２２５から同時に照明光が出射される。
（これにより、一方の照明窓からの出射光量の総和を１００と仮定した場合に、他方の照
明窓からの出射光量の総和が５０～１５０の範囲内となるように照明光が出射される。）
　そして、遠点観察の場合において、照明窓２１３及び照明窓２２５から同時に出射され
る照明光の出射光量を前述のようにそれぞれ調整することにより、２つの照明窓からそれ
ぞれ出射される照明光の偏光特性が相互に緩和されるため、第１の実施例及び第３の実施
例に比べて更に偏光特性が低下した照明光により被写体１０１を照明することができる。
これに応じ、図４に示した遠点観察の場合においては、肉眼による観察と略同様の色合い
を有するとともに、第１の実施例及び第３の実施例に比べて高画質な画像（白色光画像）
がモニタ５に表示されるとともに記録装置６に記録される。
【０１１２】
　一方、図６に示したように、近点観察の場合（先端部２１Ａの先端面２２１Ｂと被写体
１０１の表面との間の距離を数ｍｍ～１０ｍｍまで近接させた場合）には、入射角度θを
ブリュースター角θＢ近傍の角度にすることができる。そのため、近点観察の場合におい
ては、照明窓２１３及び照明窓２２５からそれぞれ出射されるＰ偏光の照明光により、被
写体１０１のうちの対物窓２１４から近い側の局所領域が照明される。
【０１１３】
　ここで、本実施例の構成を用いて近点観察を行う場合には、被写体１０１の表層付近の
内部において散乱した内部散乱光が戻り光として対物窓２１４に入射される一方で、被写
体１０１の表面において反射した表面反射光については対物窓２１４にほとんど（あるい
は全く）入射されない。これに応じ、第２対物レンズ群２１７の光出射側に配置された撮
像素子の撮像面には、前記表面反射光がほとんど（あるいは完全に）除去された状態の、
前記内部散乱光に応じた被写体１０１の光学像が結像される。
【０１１４】
　すなわち、入射角度θがブリュースター角θＢ近傍の角度になるまで先端部２１Ａの先
端面２２１Ｂと被写体１０１の表面との間の距離を近づけた場合（近点観察の場合）にお
いては、赤色光の内部散乱光に応じた被写体１０１の光学像と、緑色光の内部散乱光に応
じた被写体１０１の光学像と、青色光の内部散乱光に応じた被写体１０１の光学像と、を
それぞれ撮像して得られた撮像信号がプロセッサ４へ出力される。
【０１１５】
　その後、プロセッサ４の信号処理回路４２は、内視鏡２から出力される前記撮像信号に
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対して信号処理を施すことにより映像信号を生成してモニタ５及び記録装置６へ出力する
。これにより、入射角度θがブリュースター角θＢ近傍の角度になるまで先端部２１Ａの
先端面２２１Ｂと被写体１０１の表面との間の距離を近づけた場合（近点観察の場合）に
おいては、前記映像信号に応じた、被写体１０１の表層付近の内部に存在する微小血管の
構造を視認し易い画像（Ｐ偏光画像）がモニタ５に表示されるとともに記録装置６に記録
される。
【０１１６】
　なお、本実施例によれば、前述のように構成されるものに限らず、例えば、照明窓２１
３から出射される照明光の偏光方向、及び、照明窓２２５から出射される照明光の偏光方
向が、それぞれ前述の構成から９０°回転するように構成されるものであってもよい。そ
して、このような構成を備えることにより、遠点観察においては前述したものと同様の画
像（白色光画像）を得ることができるとともに、近点観察においては、第２の実施例と同
様に、被写体１０１の表面に存在する微細な凹凸構造を視認し易い画像（Ｓ偏光画像）を
得ることができる。
【０１１７】
　また、本実施例によれば、照明窓２１３及び照明窓２２５から同時に出射される照明光
の出射光量が前述のようにそれぞれ調整される限りにおいては、遠点観察において得られ
る画像の画質を所定の水準以上に保つことができる。そのため、本実施例の先端面２２１
Ｂによれば、例えば図１０に示すように、中心Ｃ１及び中心Ｃ２を結ぶ線分（図１０の破
線Ｄ４）と、中心Ｃ２及び中心Ｃ４を結ぶ線分（図１０の破線Ｄ５）とが９０°以外の（
９０°から若干ずれた）角度をなすような位置関係を有してそれぞれ配置されるものであ
ってもよい。
【０１１８】
　以上に述べた本実施例によれば、第１の実施例において述べたものと同様の効果を発揮
することができるとともに、近点観察において取得される観察画像の明るさが向上する、
という更なる効果を発揮することもできる。
【０１１９】
（第５の実施例）
　図１１は、本発明の第５の実施例に係るものである。
【０１２０】
　なお、本実施例においては、第１～第４の実施例と同様の構成等を有する部分に関する
詳細な説明を省略するとともに、第１～第４の実施例と異なる構成等を有する部分に関し
て主に説明を行う。
【０１２１】
　図１１に示すように、本実施例の先端面２２１Ｃには、照明窓２１３（の光出射側の面
）と、対物窓２１４（の光入射側の面）と、ノズル２２２と、処置具突出口２２３と、照
明窓２２６と、対物窓２２７と、が設けられている。
【０１２２】
　照明窓２２６は、凸型レンズにより形成されるとともに、照明窓２１３から出射される
照明光の偏光方向と同じ偏光方向（Ｐ偏光）の照明光を被写体１０１へ出射可能な構成を
有している。具体的には、このような構成は、例えば、第１の実施例において示した構成
を用いることにより実現可能である。
【０１２３】
　ここで、図１１に示すように、照明窓２１３（または照明窓２１３を含む照明光学系）
の光軸が照明窓２１３の中心Ｃ１を通過するように存在するとし、かつ、対物窓２１４（
または対物窓２１４を含む対物光学系）の光軸が対物窓２１４の中心Ｃ２を通過するよう
に存在するとした場合、本実施例の照明窓２１３及び対物窓２１４は、照明窓２１３の光
軸と対物窓２１４の光軸とを含む面（先端面２２１Ｃ）において、これら２つの光軸（図
１１の中心Ｃ１及び中心Ｃ２）を結ぶ線分（図１１の破線Ｄ６）と、照明窓２１３から出
射された照明光を先端面２２１Ｃに投影した場合の該照明光の偏光方向に相当する線分（
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図１１の線分Ｐ６）と、が平行となるような位置関係を有してそれぞれ配置されている。
【０１２４】
　また、図１１に示すように、照明窓２２６（または照明窓２２６を含む照明光学系）の
光軸が照明窓２２６の中心Ｃ５を通過するように存在するとした場合、本実施例の照明窓
２２６及び対物窓２１４は、照明窓２２６の光軸と対物窓２１４の光軸とを含む面（先端
面２２１Ｃ）において、これら２つの光軸（図１１の中心Ｃ２及び中心Ｃ５）を結ぶ線分
（図１１の破線Ｄ７）と、照明窓２２６から出射された照明光を先端面２２１Ｃに投影し
た場合の該照明光の偏光方向に相当する線分（図１１の線分Ｐ７）と、が平行となるよう
な位置関係を有してそれぞれ配置されている。
【０１２５】
　凹型レンズにより形成される対物窓２２７の光出射側には、第１の実施例の図２の説明
において述べたものと同様の配置状態を有するように複数の対物レンズ群及び対物絞りが
設けられているとともに、直線偏光子２１１の偏光方向に対してクロスニコルとなるよう
に検光子（図示せず）が設けられている。なお、前記検光子の偏光方向は、例えば、図１
１の線分Ｐ８として示される方向となる。
【０１２６】
　さらに、対物窓２２７の光出射側には、前記検光子を通過した光に応じた光学像を撮像
して撮像信号をプロセッサ４に出力可能な撮像素子（図示せず）が設けられている。
【０１２７】
　なお、その他の構成については、第１の実施例と同様のものを適用可能であるため、詳
細な説明を省略する。
【０１２８】
　続いて、本実施例の作用について説明を行う。
【０１２９】
　まず、術者等は、内視鏡装置１の各部を図１に示すように接続した後、該各部の電源を
投入する。そして、術者等は、被検者の体内に挿入部２１を挿入してゆくことにより、所
望の観察部位における被写体１０１に先端部２１Ａを近づける。なお、本実施例において
は、照明窓２１３及び照明窓２２６から同時に照明光が出射されるものとする。
【０１３０】
　ここで、図４に示した遠点観察の場合には、第１の実施例において説明したように、先
端部２１Ａから出射される各照明光の被写体１０１の表面における反射率及び透過率が、
偏光特性の有無及び偏光方向の相異によらず、略同じになる。そのため、第２対物レンズ
群２１７の光出射側に配置された撮像素子の撮像面には、第１の実施例と同様に、偏光特
性を略有しない光により被写体１０１を照明して得られるものと略同等の被写体１０１の
光学像が結像される。一方、対物窓２２７の光出射側に配置された撮像素子の撮像面には
、前述の検光子を通過した戻り光に応じた光学像が結像される。
【０１３１】
　また、近点観察の場合には、Ｐ偏光の照明光により被写体１０１が照明されるため、被
写体１０１の表層付近の内部において散乱した内部散乱光が戻り光として対物窓２１４及
び対物窓２２７にそれぞれ入射される。これに応じ、第２対物レンズ群２１７の光出射側
に配置された撮像素子の撮像面には、前記内部散乱光に応じた被写体１０１の光学像が結
像される。一方、対物窓２２７の光出射側に配置された撮像素子の撮像面には、前述の検
光子を通過した前記内部散乱光に応じた被写体１０１の光学像が結像される。
【０１３２】
　プロセッサ４の信号処理回路４２は、第２対物レンズ群２１７の光出射側に配置された
撮像素子、及び、対物窓２２７の光出射側に配置された撮像素子からそれぞれ出力される
撮像信号に対して信号処理を施すことにより映像信号を生成してモニタ５及び記録装置６
へ出力する。これにより、遠点観察の場合においては、前記映像信号に応じた、肉眼によ
る観察と略同様の色合いの画像（白色光画像）と、被写体１０１の表層付近の内部に存在
する癌等の病変部位を特定し易い画像と、がモニタ５に表示されるとともに記録装置６に



(19) JP 4879374 B2 2012.2.22

10

20

30

40

50

記録される。また、近点観察の場合においては、前記映像信号に応じた、被写体１０１の
表層付近の内部に存在する微小血管の構造を視認し易い画像（Ｐ偏光画像）と、被写体１
０１の表層付近の内部に存在する癌等の病変部位を特定し易い画像と、がモニタ５に表示
されるとともに記録装置６に記録される。なお、これら２つの画像は、それぞれ別々に生
成されるものであってもよく、または、画像合成処理により適宜合成されるものであって
もよい。
【０１３３】
　以上に述べた本実施例によれば、第１の実施例において述べたものと同様の効果を発揮
することができるとともに、遠点観察から近点観察にかけて所見の診断等を行う際に有益
な情報が一度に多く得られる、という更なる効果を発揮することもできる。
【０１３４】
（第６の実施例）
　図１２～図１４は、本発明の第６の実施例に係るものである。
【０１３５】
　なお、本実施例においては、第１～第５の実施例と同様の構成等を有する部分に関する
詳細な説明を省略するとともに、第１～第５の実施例と異なる構成等を有する部分に関し
て主に説明を行う。また、本実施例においては、第３の実施例の先端面２２１Ａが先端部
２１Ａに設けられているとともに、ライトガイド２４の光出射側に直線偏光子２１１が設
けられていない内視鏡２を例に挙げて説明を行うものとする。
【０１３６】
　本実施例のキャップ３０１は、先端部２１Ａに挿嵌可能な形状を有して構成されている
。具体的には、本実施例のキャップ３０１は、図１２～図１４に示すように、先端部２１
Ａへ装着された際に先端面２２１Ａに対向して配置される底面３０２を備えた略円筒形状
を有して構成されている。
【０１３７】
　キャップ３０１の底面３０２には、例えば図１２に示すように、照明窓２１３の形状に
合わせて形成された照明窓３０３と、対物窓２１４の形状に合わせて形成された対物窓３
０４と、処置具突出口２２３の形状に合わせて形成された処置具窓３０５と、照明窓２２
４の形状に合わせて形成された照明窓３０６と、が設けられている。
【０１３８】
　照明窓３０３は、照明窓２１３を通過した照明光を所定の偏光方向（Ｐ偏光）に揃える
ことが可能な偏光フィルタを有して構成されている。そのため、照明窓３０３を通過した
照明光は、前記所定の偏光方向（Ｐ偏光）の照明光として被写体１０１へ出射される。
【０１３９】
　対物窓３０４は、キャップ３０１が先端部２１Ａに挿嵌された際に、被写体１０１から
の戻り光を対物窓２１４へ出射可能な構成を有している。
【０１４０】
　照明窓３０６は、キャップ３０１が先端部２１Ａに挿嵌された際に、照明窓２２４を通
過した照明光を被写体１０１へ出射可能な構成を有している。
【０１４１】
　なお、本実施例の対物窓３０４及び照明窓３０６は、例えば、透明な平板ガラス等の光
学部材により形成されるものであってもよく、または、底面３０２に孔をあけて形成され
るものであってもよい。
【０１４２】
　一方、キャップ３０１の底面３０２に設けられた各部は、先端面２２１Ａに設けられた
各部と同様の位置関係を有するように配置されている。すなわち、図１２に示すように、
照明窓２１３の光軸が照明窓３０３の中心Ｃ６を通過するように存在するとし、かつ、対
物窓２１４の光軸が対物窓３０４の中心Ｃ７を通過するように存在するとした場合、本実
施例の照明窓３０３及び対物窓３０４は、照明窓２１３の光軸と対物窓２１４の光軸とを
含む面（底面３０２）において、これら２つの光軸（図１２の中心Ｃ６及び中心Ｃ７）を
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結ぶ線分（図１２の破線Ｄ８）と、照明窓２１３及び照明窓３０３を経て出射された照明
光を底面３０２に投影した場合の該照明光の偏光方向に相当する線分（図１２の線分Ｐ９
）と、が平行になるような位置関係を有してそれぞれ配置されている。
【０１４３】
　さらに、図１２に示すように、照明窓２２４の光軸が照明窓３０６の中心Ｃ８を通過す
るように存在するとした場合、本実施例の照明窓３０３、対物窓３０４及び照明窓３０６
は、底面３０２において、中心Ｃ６と中心Ｃ７との間の距離が中心Ｃ７と中心Ｃ８との間
の距離に比べて短くなるような位置関係を有してそれぞれ配置されている。
【０１４４】
　すなわち、本実施例の底面３０２においては、偏光方向が所定の方向に揃えられた照明
光を出射するための照明窓３０３が対物窓３０４に対して相対的に近い位置に配置され、
偏光特性を有しない照明光を出射するための照明窓３０６が対物窓３０４に対して相対的
に遠い位置に配置されている。
【０１４５】
　なお、その他の構成については、第１の実施例または第３の実施例のいずれかと同様の
ものを適用可能であるため、詳細な説明を省略する。
【０１４６】
　続いて、本実施例の作用について説明を行う。
【０１４７】
　まず、術者等は、内視鏡装置１の各部を図１に示すように接続した後、該各部の電源を
投入する。これと前後して、術者等は、図１３に示すように、底面３０２に設けられた各
部と先端面２２１Ａに設けられた各部との位置関係を合わせながら、キャップ３０１を先
端部２１Ａに挿嵌する。このような操作により、例えば図１４に示すような状態として、
キャップ３０１が先端部２１Ａに装着される。
【０１４８】
　そして、キャップ３０１を先端部２１Ａに装着した状態の挿入部２１を被検者の体内に
挿入してゆくことにより、所望の観察部位における被写体１０１に先端部２１Ａを近づけ
る。なお、本実施例においては、照明窓２１３及び照明窓２２４から同時に照明光が出射
されるものとする。
【０１４９】
　一方、本実施例によれば、図４に示した遠点観察の場合において、例えば、照明窓２２
４からの出射光量の総和に対して照明窓２１３からの出射光量の総和が半分以下になるよ
うに、照明窓２１３及び照明窓２２４から同時に照明光が出射される。
【０１５０】
　そして、遠点観察の場合において、照明窓２１３及び照明窓２２４から同時に出射され
る照明光の出射光量を前述のようにそれぞれ調整することにより、照明窓３０３から出射
される照明光の偏光特性が緩和されるため、第３の実施例と略同様の照明光により被写体
１０１を照明することができる。これに応じ、図４に示した遠点観察の場合においては、
肉眼による観察と略同様の色合いを有するとともに、第３の実施例と略同程度の画質の画
像（白色光画像）がモニタ５に表示されるとともに記録装置６に記録される。
【０１５１】
　一方、図６に示したように、近点観察の場合（キャップ３０１の底面３０２と被写体１
０１の表面との間の距離を数ｍｍ～１０ｍｍまで近接させた場合）には、入射角度θをブ
リュースター角θＢ近傍の角度にすることができる。そのため、近点観察の場合において
は、照明窓３０３から出射されるＰ偏光の偏光特性を具備する照明光により、被写体１０
１のうちの対物窓３０４から近い側の局所領域が照明される。また、近点観察の場合にお
いては、照明窓３０６から出射される偏光特性を有しない照明光により、被写体１０１の
うちの対物窓３０４から遠い側の局所領域が照明される。
【０１５２】
　ここで、本実施例によれば、前述したように、照明窓３０３を対物窓３０４に近接させ
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本実施例の構成を用いて近点観察を行う場合には、被写体１０１の表層付近の内部におい
て散乱した内部散乱光が戻り光として対物窓３０４に入射される一方で、被写体１０１の
表面において反射した表面反射光、及び、照明窓３０６から被写体１０１へ出射された照
明光の反射光については、いずれも対物窓３０４にほとんど入射されない。これに応じ、
第２対物レンズ群２１７の光出射側に配置された撮像素子の撮像面には、前記表面反射光
と、照明窓３０６から被写体１０１へ出射された照明光の反射光と、がそれぞれほとんど
除去された状態の、前記内部散乱光に応じた被写体１０１の光学像が結像される。
【０１５３】
　すなわち、入射角度θがブリュースター角θＢ近傍の角度になるまでキャップ３０１の
底面３０２と被写体１０１の表面との間の距離を近づけた場合（近点観察の場合）におい
ては、赤色光の内部散乱光に応じた被写体１０１の光学像と、緑色光の内部散乱光に応じ
た被写体１０１の光学像と、青色光の内部散乱光に応じた被写体１０１の光学像と、をそ
れぞれ撮像して得られた撮像信号がプロセッサ４へ出力される。
【０１５４】
　その後、プロセッサ４の信号処理回路４２は、内視鏡２から出力される前記撮像信号に
対して信号処理を施すことにより映像信号を生成してモニタ５及び記録装置６へ出力する
。これにより、入射角度θがブリュースター角θＢ近傍の角度になるまでキャップ３０１
の底面３０２と被写体１０１の表面との間の距離を近づけた場合（近点観察の場合）にお
いては、前記映像信号に応じた、被写体１０１の表層付近の内部に存在する微小血管の構
造を視認し易い画像（Ｐ偏光画像）がモニタ５に表示されるとともに記録装置６に記録さ
れる。
【０１５５】
　以上に述べた本実施例によれば、被写体への照明光の出射光路と、該照明光に応じた戻
り光の入射光路と、のいずれにも偏光子が設けられていない内視鏡を用いた場合であって
も、生体組織の表層付近の内部に存在する微小血管の構造を視認し易い画像を得ることが
でき、その結果、第３の実施例において述べたものと略同様の効果を発揮することができ
る。
【０１５６】
　なお、本実施例によれば、生体組織の表面に存在する微細な凹凸構造を視認し易い画像
を得る目的において、第２の実施例の構成を照明窓３０３及び対物窓３０４の配置に係る
位置関係に適用するものであってもよい。具体的には、本実施例の照明窓３０３及び対物
窓３０４は、照明窓２１３の光軸と対物窓２１４の光軸とを含む面（底面３０２）におい
て、これら２つの光軸（図１２の中心Ｃ６及び中心Ｃ７）を結ぶ線分（図１２の破線Ｄ８
）と、照明窓２１３及び照明窓３０３を経て出射された照明光を底面３０２に投影した場
合の該照明光の偏光方向に相当する線分（図１２の線分Ｐ９）と、が９０°の角度をなす
（直交する）ような位置関係を有してそれぞれ配置されるものであってもよい。
【０１５７】
　なお、本発明は、上述した各実施例に限定されるものではなく、発明の趣旨を逸脱しな
い範囲内において種々の変更や応用が可能であることは勿論である。
【０１５８】
　本出願は、２０１０年５月１９日に日本国に出願された特願２０１０－１１５５６３号
を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の
範囲、図面に引用されたものとする。
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